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学位の授与方針：ディプロマ・ポリシー（2024年度） 

 

経済・ビジネス研究科の学位の授与方針：ディプロマ・ポリシー 

＜博士前期課程＞ 

 博士前期課程は、研究者養成コースまたは専修コースそれぞれの履修方法等に基づいて所定の単位を修得し、かつ理論的及び

実証的な研究を行った内容の修士論文又は課題研究報告書の審査に合格した者に対し、学位を授与する。 

《経済学専攻》 

 １．経済分野において、地域経済や産業発展などの現状を把握し、理論に基づく実証的な分析を行うことができる者に修士

（経済学）を授与する。 

 ２．地域づくり分野において、地域行政や地域産業などの現状を把握し、理論に基づく実証的な分析を行うことができる者

に、修士（地域学）を授与する。 

《現代ビジネス専攻》 

 １．ビジネス・会計・観光分野において、マーケティングや会計・観光などの専門的職業人として組織の経済活動を担うこと

ができる者に、修士（商学）を授与する。 

 ２．マネジメント分野において、経営管理や財務管理などの専門的職業人として組織の経済活動を担うことができる者に、修

士（経営学）を授与する。 

 

＜博士後期課程＞ 

 博士後期課程は、所定の単位を修得し、次の能力を備えかつ独創性を含む内容の博士学位論文等の最終審査に合格した者に博

士後期課程の修了を認定し、学位を授与する。 

１． 経済学領域の経済分野において、経済理論と応用経済学などを中心に最先端の知識を身につけ、研究者あるいは専門的職 

業人として実践的に応用できる者に、博士（経済学）を授与する。 

２． 経済学領域の地域づくり分野において、地域政策と地域産業などを中心に最先端の知識を身につけ、研究者あるいは専門 

的職業人として実践的に応用できる者に、博士（経済学）を授与する。 

３． 現代ビジネス領域のビジネス・会計・観光分野において、マーケティング、財務会計、観光などを中心に最先端の知識を 

身につけ、研究者あるいは専門的職業人として実践的に応用できる者に、博士（商学）を授与する。 

４． 現代ビジネス領域のマネジメント分野において、経営理論と国際経営システムなどを中心に最先端の知識を身につけ、研 

究者あるいは専門的職業人として実践的に応用できる者に、博士（経営学）を授与する。 
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工学研究科の学位の授与方針：ディプロマ・ポリシー 

＜博士前期課程＞ 

工学研究科では、次の能力を備え、本課程修了に必要な 30 単位以上を取得し、かつ修士学位論文または特定の課題を作成し

審査に合格した者に修士（工学）の学位を授与する。 

 １．工学研究科の各研究分野における基本的な学識はもとより、隣接及び関連分野における学識を有する。 

 ２．産業技術デザイン領域において、将来にわたって社会的な貢献ができる。 

 ３．国際社会や地域社会を牽引する幅広く深い知識を備え、高度な専門性を必要とする職業活動を担うことができる。 

 

＜博士後期課程＞ 

工学研究科では、次の能力を備え、本課程修了に必要な 10 単位以上を取得し、かつ博士学位論文等の最終審査に合格した者

に博士後期課程の修了を認定し、学位を授与する。 

 １．研究者として自立し、工学の専門分野における高度な研究開発能力を意欲的に活用できる。 

 ２．大学（大学院を含む）の教育課程において専門教育を担う能力を身につけ、学術的な見地から社会の様々な課題を解決で

きる。 

３．専門研究分野だけでなく、幅広く人々との協調・協力により、国際社会や地域社会の発展に貢献できる。 

 

 

芸術研究科の学位の授与方針：ディプロマ・ポリシー 

＜博士前期課程＞ 

芸術研究科では、次の能力を備えかつ修了制作、学位論文等の最終審査に合格した者に博士前期課程の修了を認定し、学位を

授与する。 

 １．研究を通じて修得した芸術諸領域における専門的な知識・技術・技能を社会の様々な場面で適切に活用できる。 

２．多様な社会的課題に対し、個性的、革新的な創造力や表現力、高度なコミュニケーション力や論理的思考力を発揮し、独 

創的、合理的に課題解決ができる。 

３．国際社会や地域社会を芸術の分野から牽引する幅広く深い芸術的素養を備え、高度な専門性を必要とする職業活動や作家 

活動等を担うことができる。 

 

＜博士後期課程＞ 

芸術研究科では、次の能力を備えかつ学位論文（研究指導教員の指導により作品を加えることができる）等の最終審査に合格

した者に博士後期課程の修了を認定し、学位を授与する。 

１． 研究者として自立し、高度な研究活動を行うために必要な高い倫理観に基づき、芸術諸領域における高度な知識・技術・ 

技能を生かして、研究創作や研究開発等を遂行できる。 

２．優れた指導力を発揮し、未来の芸術文化を担う豊かな学識や学際的な見地から、社会の様々な課題を解決できる。 

３．多様な分野の人と協調、協力し、国際社会や地域社会の発展に貢献できる。 
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国際文化研究科の学位の授与方針：ディプロマ・ポリシー 

＜博士前期課程＞ 

国際文化研究科では、本研究科課程の修了に必要な単位を修得し、かつ学位論文等の最終審査に合格した者で次 

の能力を備えた者に博士前期課程の修了を認定し、学位を授与する。 

 １．各研究分野の研究や実践を通して修得した専門的な知識・技術・技能を用いて、研究者や実践家として社会 

の様々な場面で適切に活用できる。 

 ２．多様な社会的課題に対し、各研究分野で培った高度なコミュニケーション力、論理的思考力、創造力を発揮し、 

合理的、効果的に課題解決ができる。 

 ３．国際社会や地域社会を、国際文化または臨床心理学の視点から俯瞰的に分析でき、高度な専門性を必要とす 

る職業活動を担うことができる。 

 

＜博士後期課程＞ 

国際文化研究科では、本研究科課程の修了に必要な単位を修得し、かつ学位論文の最終審査に合格した者で次の 

能力を備えた者に博士後期課程の修了を認定し、学位を授与する。 

 １．高度な研究・実践活動を行うために必要な高い倫理観に基づき、専門的な知識・技能、研究・開発における 

遂行力を意欲的に活用し、研究者または指導的実践家として自立できる。 

 ２．多様な社会的課題に対し、各研究分野で培った高度なコミュニケーション力、論理的思考力、創造力を用いて、 

合理的、効果的に学術的な見地から社会の様々な課題を解決できるよう、すぐれた指導力を発揮できる。 

 

情報科学研究科の学位の授与方針：ディプロマ・ポリシー 

＜博士前期課程＞ 

次の能力を備えかつ修士学位論文等の最終審査に合格した者に博士前期課程の修了を認定し、学位を授与する。 

 １．情報科学・情報技術を基礎から応用まで体系的に修得し、高度情報社会の諸問題に対応できる。 

 ２．「社会と人間」を意識する、広い視野に立った高度な専門職業人及び研究開発者として活動できる。 

 ３．国際社会や地域社会の多様な課題に対し、高度なコミュニケーション力や論理的思考力、創造力を発揮し、 

適切に解決できる。 

＜博士後期課程＞ 

 次の能力を備えかつ博士学位論文等の最終審査に合格した者に博士後期課程の修了を認定し、学位を授与する。 

 １．専攻分野において研究者として自立して研究活動を行うために必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊 

かな学識を有する。 

 ２．優れた教育力・指導力を発揮し、学術的な見地から高度情報社会の様々な課題を解決できる。 

 ３．多様な人々との協調・協力により、国際社会や地域社会の発展に貢献できる。 


